
道政様式の基礎となる扱能として.速く改い推進力の

ための扱能 (kick),枝や幹を把むための枚能 (grasp),

そしてぶらさがるための扱能 (bang)の三つをとりあ

げ.それぞれに対する前後肢の形態的適応状態を.長管

骨 ･m甲･R･の形状.田関節 ･股関節･距腿関節の構温

tl.i･Fl･尺竹遠位部･肪骨 ･邦一指の発達あるいは退化の

程皮.lIl足 (辛)部および指部の延長固定化.威 ･肘の

犬山比などの項目について分析した.

その紙児.graspは霊長類の前後肢共に広く見られる

那.焔独加に著しく.英独類の前肢では休の大きなもの

はど hangに移行する.kickは地上,樹上の疾走型の

前後肢そして跳躍型の後肢に見られる｡例をあげてみる

と.メガネザルの前肢は graspに適応しており,後肢

は全体として kickの機能が著しいが.中足部と指部は

graspの扱能を充分に持っている｡またチンパンジーの

前肢は hang 的であり.後肢は grasp的であって.

knuckle-walking による四足地上渉行に対する適応は

目立たない.以上のように霊長類の運動様式への適応の

仕方は単純でなく.巡劫器の部分によって適応の方向が

異なっており.それらの投合休として多彩な運動様式が

現われると認識される｡

霊長類二足歩行のシミュレーションのための

基礎的研究l)

木 村 賛 (帝京大 ･医)

石田 英夫 (京大 ･理)

山崎 侶寿 (慶大 ･エ)

霊長類非行の運動力学的fi料よりモデルを作成し.そ

れにより各組lS･行の帖徴を示すことを目的とする｡さら

にこのシミュレーションによって将来は化石霊長獄の非
行様式を推定することを望んでいる｡

我々が昨年までに災L'iしてきたFT'ii.i長類二足S･行の定見

的測定値に本年は新たに高速シャッターによるスティッ

クピクチャー資札 故紙針屯極による筋電図史料の追加

を行った｡またクモザル及びニホンザル各1個体の解剖

を行い.tR性モ-メソト符の生休物理常数.筋付着位荘

等の測定を行った｡

これらの資料によりヒト.チンパンジー,ニホンザル

3位の渉行シミュレーションを行い,パワー.関節九

関節モメントなどを試許した｡

結果として現在のところ次の点が特記できる｡まずヒ

トとニホンザルではパワーの出し方が異なる. ヒトは

股 ･膝関節がよくのびて安定し,ここに加わるカは少な

い.推力は接床後期の下腿三現筋によるけり出し.した

がって足首関節における力が中心となる｡これに対して

ニホンザルではまがった股･膝関節を支持するための筋

力を多く必要とし.これら関節におけるカは大きい｡推

進は接床前期に上体がひきつけられるカを中心とする｡

チンパンジーの関節もニホンザルのように曲ってはいる

が.よりヒトに近く.けり出しによる推力もみとめられ

る｡ヒトの歩行はサルと比べて関節負担とエネルギ-消

光が激減している｡

今後の問題点としてほ筋力の推定方式についての枚討

がある｡またサルの四足非行が他の四足状と典っている

ことがわかってきており,四足歩行シミュレーションも

枚討する必要がある｡

口 頭 発 表

テナガザル二足非行の速度によるちかい｡卯29回人yl

学民族学迎合大会.1975年11月16日｡

テナガザル二足歩行の比較運動学的研究｡同上｡

笠長Wlの二足歩行の力学的解析｡同上｡
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設定課題 3.霊長類の生理的適応に関する研究

ニホンザルの温熱生態学的研究

一二ホンザルの体脂肪の測定法-

中山 昭雄 (阪大 ･医)

掘 弥 生 (阪大 ･医)

鈴木 正利 (阪大 ･医)

1) Tl加]守彦 (正長研)との共同研究

ニホンザルのf朋旨n/U'の季節による変動は.生態学的に

ち.生理学的にも興味ある問題である｡サルの体脂肪に

田する文献はわずか1?の報告があるのみで,それによ

ると体重 4.04kgと 2.87kgのサル (柾不明)の脂肪

含丘が体重のそれぞれ11.00/0.2.00/Oと記載されている｡

休脂肋の測定法には大別して比延法と水分測定法があ

るが.比延法はサルには適用が囚瓢である｡水分汎追iL･
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